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2K20 バーコードの 標準化 
ー QR コードを中心に 一 

0 梶浦雅 巳 ( 愛知学院大 ) , 内田康郎 ( 富 m 大 ) 

1 . はじめに Ⅲ DC は ， 「モノ」に関する 生産管理，流通管理，取引決 

本研究はⅢ DC ㎝ u め山 a 比 Ident 市 ㏄ 血 n ㎝ d Da 臣 済 ．「モノ」と「ヒト」の 構報笹理 ．セキュリティー 管理な 

Cap ぬ民 : 自動認識およびデータ 取得技術 ) の QR コード どに利用されている。 

を 事例として，チジュール 標準策定者が 技術の標準化を 通 

じて得る価値と 意接を明らかにすることを 妓楼目的とする。 3. 7 く一 コード 

今回は中間報告であ り， QR コードの開発から 国瞭 標準化 (1) バーコードの 種類 

までの一連のプロセスを 検証しようとするものであ る。 バーコードは．技術によって 2 種類に分かれる。 いわゆ 

Ⅲ DC を取り上げる 理由には次のようなものがあ る。 る バーコードと 呼ばれて認知されている「 1 次元シンボル」 

①近年の標準化プロセスの 趨勢であ る フ オーラムないし コ と 後年開発された「 2 次元シンボル」であ る。 前者は シン 

ンソーシアムによる 標準化が進められている ，②社会基盤 ボル ( バ ー またはスペース ) キャラクターを 直線に配列し 

を 構成する大規模な 実用システムであ り，広い裾野市場を て佑輔化しており ，バ一またはスペースの 幅と 配列によっ 

創出する可能性が 高い ， ③信頼性，安全性．正当性などに て情報をコード ィヒ している。 後者はシンボルが 水平と垂直 

関 わる実用技術であ り．法規制が 関連するなど チ ジュール (2 次元 ) に配置されており「 1 次元シンボル」よりも 格 

標準化が求められる。 これらはⅢ DC の特徴であ り，Ⅲ DC  納できる情報 且が 多い。 両者とも読み 取り精度が高く 信頼 

ほ ついては単独企業が 私有財的な特徴をもつ チ ファクト無 性があ る 点 ，印刷によって 商品ラベルなどに 添付できると 

準 化を進めることは 困難であ る。 したがって デ ジュール 標 いう安価な経済性などによって 多くの分野に 普及している。 

準 化が志向されている。 図表 2  バーコードの 概要 

2. AIDC の概要 

' 次元。 " ボル ' 次元。 " 杓 。 

"'""' 。 づ 。 。 。 横 ' 。 " 記 。 " """' 縦 " 。 '"" 。 記 " 

MnC は，識別すべきデータ 情報 ( 物体や生体の 固有 拮 帯 に読み取ること ； 阿能 

報 ) を ，ハードとソフトを 備えた自動機器によって 情報を 田面であ り．甘皮車力 塙ぃ 

情報化密度が 高く小型化できる 

読み取り訂正紺 色 侮や汚れに強い 

取り込み，識別 脩報 を認識する IT の総称であ り， ISO Ⅱ EC 

Ⅱ Cl SC31 で国際標準化が 進められている。 

B@"l AlDc ㍾ " 
(2) 1 次元シンボルの 普及 

バーコードは 次元シンボル ) は㏄ 年 以上の歴史を 持ち ， 

 
 
 
 

 
 

①
②
③
④
⑤
⑥
 

Ⅲ DC の中で妓も昔 & している。 当初，米国において 開発 

され実用化が 進展した。 しかし多数の 開発社が参入し 企 

業，産業ごとに 採用するシンボルが 異なっていたために 業 

界問 ． 国捺 間での共通化，デジュール 標準化が遅れた。 

「 1 次元シンボル」の 種類は大きく 流通系，産業系と 汎 

用系に分かれ ，他のⅢ DC に比し先進国での 音 及は進んで 

いる。 しかし 各 「Ⅰ次元シンボル」レベルでは ，産業別に 
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用いられるシンボルが 違う。 デ ジュール標準として NDC 

を専従して扱う ISO Ⅱ ECJTCl 分科 委 貝金 の SC3l (S 田 

㏄ m]nit ぬ e31) 設立は 1 ㏄ 6 年 3 月であ る。 バーコードの 

国 捺 標準化が具体化するのはそれ 以降であ る。 

しかし既に「 1 次元シンボル」は 産業別に「ウローズド 

な標準」として 定着し始めており． したがって nl 次元シ 

ンボ ノ Ⅱ市坊 で ．共通のシンポ ル は開発されなかった。 つ 

まり「 1 次元シンボル」は ，標準化については 互換性 共 

通性の少ない 仕様が業界ごとに 進展していた。 「 1 次元シン 

ボル」は業界別，国別の「クローズドな 標準」として 進ん 

だのであ る。 

(3) 2 次元シンボルの 音波 

「 2 次元シンボル」は ，「 1 次元シンボル」に 比べ，①多 

情報量 ( 最大数百倍 ), ②多種情報 ( 文字種，画像 ) 。 ③ 高 

記録密度 ( 小型化 ), Q 滴 修復 性 ( 読み取り言 J 五機能 ), な 

どの特長によって 注目されている。 「 2 次元シンボル」はそ 

の特長から．現在の「 1 次元シンボル」利用分野を 補完す 

る．代替する 可能性があ る。 なぜならば「 1 次元シンボル」 

の利用範囲が 拡大する伴い．格納可能な 佑輔鼻の不足が 指 

捕 されているからであ る。 また「 2 次元シンボ / Ⅱの新たな 

利用分野は，国家プロジェクト ( 軍需，行政 ). 特にセキュ 

リティ一分野 ( 認識票，運転免許証，車両登録 ) などの米 

国事例があ る。 米国における 民需では業界別に 利用が進む 

なか．製造業での 生産管理を起点にした SCM への利用が 

盛んであ る。 現在「 2 次元シンボル」の 利用分野は，「 1 次元 

、 ン ンボル」と同棟に ，産業別，企業別の「ウローズドな 環 

境 」に限定されている。 

Ⅱ次元シン 杓 Ⅱとの違いは ，その標準化プロセスに 顕 

著に見られる。 r2 次元シンボルの 標準化プロセスは ，デ 

、 ジュール標準化が 主導している。 

(4) 2 次元シンボルの 市場 

これまでに開発された「 2 次元シンボ財は ， マトリック 

ス型で 9 種類，スタック 型で 9 種類，計 18 種類があ る。 

この内，現在までに「バーコード・シンボル 規制として 

lSo Ⅱ EC の国 瞭 標準となった「 2 次元シンボル ] は．マトリ 

ックス型では① @Da ぬ Ma 杜 @ix(ID マ トリ、 ソウス 社 ), ②八億 蛆 

Cde (UJPS 社 ), ③ QR コード ( デンソ一社 ), スタック 

型では④ )PDF417 ( シンボル・テクノロジ 一社 ), であ る。 

「 2 次元シンボル」は ， 1990@ 年代前半までに 米国におい 

て 多くの開発がなされた。 開発各社は，シンポ ル の佑輔 且   

億棟 化 密度，チータ 読み取り速度， 傍復 機能などの特長を 

競って開発を 行った。 しかし直接に 他社と市名競争を 行う 

のではなく，用途別，業界別，国別にシンボルが 開発され 

たため棲み分けの「細分化市場」が 出来ている。 Da ぬ 

Matr 血は米国中心に 半導体，部品．医療品の 分野に， Ma 蛆 

C ㏄ e は米国物流の 分野に， QR コードは ト ョタのかんば 

ん 方式から発して 日本市場に， PDF417 は米国中心にドキ 

ュメント， ID カードにというような 棲み分けがあ る。 

(5) デ ジュー九 爽隼化 % 

1987 年 11 月に設立された ISO Ⅱ EC  JTCl は． 1996 

年 3 月に MDC を専門に取り 扱う SC31 を設立する。 バー 

コード・シンボルは 開発各社がコンソーシアムであ る 

ⅢⅦ ( 血ぬ m ㎞ c  Iden 価 ㏄ 面 n  Mm ㎡ a 碗 m 俺 

In ぬ mlatuomal: 国掠 自動認識エ業余 ) に提案して．業界標 

準化された。 そして重要度の 高い 9 規格 (1 次元と 2 次元 

、 ン ンボル ) が．国際公式標準化された。 2T の年末までに ， 

ISO Ⅱ EC  .mCl WGl (Wo 山市 gGroupl: データキャ 

リア ) で 9 規格が チ ジュー ノ Ⅱ乗率となった。 

「 1 次元シンボル」がクローズドな 業界標準に止まった 

のに対して，「 2 次元シンボル」は ，当初は業界コンソーシ 

アムから発した。 しかし「Ⅰ次元シンボ 材 f ま どには業界 

ごとに「クローズドな 標準化」プロセスを 経過していない 

しシンボルの 種類も多くはない。 つまり「 2 次元シンボ 

ル 」は種類によって 世界地理的な 普及に偏在はあ るものの   

よりオープンな チ ジュール標準化によってシン 杓し の共通 

化と統合化が 達成されつつあ る。 

4. チンソー QR コードの戦略 

(1) 開発プロセス 
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導入潮 : トョ タグⅡⅠ - プ のための開発 

トョ タグルーフであ る チ ンソーは自社内部あ るいは関連 

グル - プ商 取引のために 有名な トョタ かんばん方式を 採用 

している。 QR コードはかんばん 方式を強固なものにする 

ために独自に 開発された経緯を 持っ。 

図表 "  ' 次元。 " ボ ' 癖の比較 

  ' 。 卯年 ㈹ " 実 " 化 

  '"0 紺を。 国祭 ' 。 。 "" ル繍 。 '" 。 種類 

米国 用途 

PDF 417 OA 

DATA Ⅱ ATR Ⅸ FA 

"" 刈 。 。 。 。 物流 

日本 

QR "" 野 

子ンソーはトヨタの 妄計によって 1971 年に生産現場の 

かんばんの IT ィヒ とその開発が 始まった。 当初採用された 

のは 1 次元シンボルであ り，バーコードは トョタ のかんば 

ん方式の効率化を 目的とする情報管理システムの 基盤とし 

て開発された。 

かんばん方式に 用いる情報媒体であ る「かんばん」には 

多くの利点があ る。 一方で作業 現均 での近用における 人的 

ミス多発が指摘されていた。 人的ミスの改善策としては ， 

桔 報の正確化，かんばん 方式原則の周知登底化，責任部署 

の 明確化，などの 対策がとられる。 しかし人的ミスには   

本来「巨大の 生産を仮小の 在庫」で達成しょうとするかん 

ばん方式の考え 方そのものが 抱えるジレンマがあ る。 つ ま 

り 自動車を構成する 数万点の部品の 在庫を億 小 限とするた 

めに多数の「かんばん」とそれを 取り扱う作業者は 多大で 

あ る。 したがってミスのないかんばん 方式を実現するため 

には，正確な 情報の集積と 迅速な物流の 一体化であ る「 情 

功一致」を達成しなければならない。 

テ ンソ一では当初に 多く発生した 人的ミスを改善し ， 「 か 

んばん」を用いた 生産管理システムを 生産時点で管理する 

ために，バーコーダーを 用いた独自のシステムを 開発して 

いった。 当初の課題は ，情報媒体の 選択であ った。 各種の 

拮報 媒体の性能比較によって ，バーコード 方式が枝道であ 

ること ヵ 判明した。 こうして 1977 年に「 63 桁チンソ一型 

バーコード」システムが 導入された。 

しかしこのバーコードには 限界があ った。 このコードは 

1 次元シンボルを 構に 21 列配置したもので ， 2 次元シンボ 

ルといえない 事もない。 ただし生産現場での 読み取り速度 

や読み取り粘度に 眼界があ り， このコードによる「かんば 

ん」の実用化には 問題があ った。 現均 で長期にわたって 利 

崩 される テ ンソ一の「かんばん」に は ．①情報 容且 をでき 

るだけ大きくするために 読み取りのできる 桁数を増やした 

い (2 ㏄ 桁 以上 ). Q 筋筋 み 取り粘度，速度を 高めたい，③ 作 

業業現場単位で 構報を分割作成できるバーコードが 必要で 

あ る，などの点が 要求された。 当時米国で開発されていた 

2 次元シンボルを 採用する検討もなされたが ，汎用性に問 

題があ り，またキャラクター・コード ( 言語対応 ) が英語 

に 限定されており．日本語対応に 不都合があ った。 

デンソーは「 63 桁デンソ一型バーコード」システム 開発 

の蓄積を基にして．記憶できる 情報量や文字種類 ( 漢字を 

含める ), 読み取り速度，読み 取り粘度に優れた 独自の 2 

次元シンボル QR コードを考案したのであ る。 こうした 特 

傲 には，他の 2 次元シンボルの 技術的特徴を 凌ご ぅと 開発 

意図した「後発の 優位」がみられる。 

転換期 : パブリック・ドメイン ヘ 

その後デンソーは QR コードを 勿 レープ内で利用するだ 

けではなくパブリック ， ドメイン化して 仕様などを覚部に 

公開する戦略を 取った。 総じてわが国の 国 捺 標準化活動は 

欧米に比べて 遅れているなか・デンソーは ょ Ⅲ SA  ( 当時 

Ⅲ M  JAPAN) でのオープンな 標準化活動を 基盤にして， 

デジュール標準化を 進めた。 そして QR コードはⅢ 八 Ⅱを 

通じて ISO に提案され， 200 の年 6 月に日本発の 国 捺 標準 

となった。 

QR コードの利用により 生産．物流の 現場 で 品物の固有 

情報を自動的に 読み取り ， 直ちにその情報をオンラインに 

登録すれば「借物一体」のシステム 管理が実現する。 こ う 

した情報の一元化は 電子商取引が 進展するなか ，生産，物 

流のネットワークを 正確かつ迅速に 機能させるために 必要 
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な 基盤技術であ り，各種の分野に 昔 及 し始めている。 

図表 4 QR の展開 1 

  普及技術 :QR シンボル「読み 取り技術」の 優位 

①シンボルの チ ジュール化による 競争戦略 

・導入潮クローズドから 

ものづくりメーカート ョ タグル = プ 内での 利 m 目的 

" 転換期 """" 。 

。 駒蹄 。 

関連周辺機器市場の 形成 

製造業からサービス 圭への 利 ㍻ 大 

・正当性 : デ ジュール化による 優位 

・抑止力 : 新規模準の排除・ 抑制効果 

・ 市牡 細分化 : 米国・日本，業界の 棲み分け確立 

②周辺機器技術による 競争戦略 

  中核技術の特許化 : 読み取り技術と 印字・印刷 技 

術の優位・・・「デファウト 標準」の要素 

BS5@ QR='-K(DBM@ 2   なぜパテントプールしないのか ? . . , ( 自前主 
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今日では企業が 市場と技術について 競争優位に立つため 

には，単に既存の 国 捺 標準に適応し 追従するという 受動 

的姿勢では不十分であ る。 企業は積極的に 標準策定に関わ 

り， 自らに有利な 国 捺 標準を創りあ げ． 目 標市場において 

競争優位に立つ 戦略が求められている。 近年の国 捺 標準化 

は IT 関連技術に集中しており ，デファクト とチ ジュール 

の南標準が収放しっ っ あ る傾向があ る。 

さて QR コードを例として．パブリック ， ドメインが ど 

のような価値と 意技を開発企業にもたらすのかを 戦略構造 

から考察を試みたい。 

図表 6 

2 次元シンボⅡ 初鴎捷卸こ 見られる「地域性Ⅰと「適応 由 

糞 ．パフリック・ドメイン ， 棲 み分けが確立 ) 

■ 今後 

新興市場での 普及が見通される 

①シナリオⅠ 

  新競争者の出現 

  棲み分け 市 勒の崩壊と競争激化 

②シナリオ 2 

  競争者の排除成功 

  棲み分け市場の 占有的拡大 

5. おわりに 

国際ビジネス 研究では．いわゆるグローバル・スタンダ 

ードの形成と 構造には，「標準性・ 共通性Ⅰと「適応性・ 地 

域性』の要素が 包含されているとされる。 本 事例において 

も ，開発と デ ジュール化のプロセスから ，それが確認され 

た。 今後の調査課題としては ，そうした知見を 踏まえ，さ 

らに標準化の 価値と意圭の 特定および モ 子 ノ Ⅱ ヒを 進める 点 

が 挙げられる。 

@s@@     

。 醸蛆獅 ， に 見           成 別柑 4 瞠 。 

isemss ， (2005)@ nraawni@ xiHa; 。   

    並存 百壬 4 種 力年甜卸 -_ 扱われて ISO 鴎捷隼 化している   柴田彰② 刀 1) 「自動 講及びデータ 詔 取得技術の関する 棋準 活動 aSo/ 皿 C 

I 市場 l 静態的 : 来由と日本で 業界ごとに抽分化 市り   
■ 現状 

  普及市場 : 先進諸国での 細分化・棲み 分け 

竹田志郎・内田康郎・ 梶浦雅巳 ( 幻 01) 「国際標準と 一中央経済 

社 。 

竹田志郎 綿著 ② 刀 5) 「日本企 案の グローバル 市鵠 開発山中央経済社。 
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